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町内各小学校５・６年生が出場
第４５回南部郷陸上競技大会

P2～
P6～
P8～
P10～

平成21年度まちの家計簿総決算
和歌山県知事選挙投票日ほか
くふう展＆絵画展
まちのほっとニュース

P12
P13～
P19
P20～

としょかん通信
くらしの情報
ふれ愛センターだより
くらしの情報カレンダー

P2～
P6～
P8～
P10～

平成21年度まちの家計簿総決算
和歌山県知事選挙投票日ほか
くふう展＆絵画展
まちのほっとニュース

P12
P13～
P19
P20～

としょかん通信
くらしの情報
ふれ愛センターだより
くらしの情報カレンダー

74
湯　川　莉　奈
前　田　　仁
泰　地　真　聖
赤　松　獅　音
前　田　太　一
尾　崎　雄　琉
　　峰　彪　雅
須　本　光　咲
酒　井　唯　衣
石　橋　凛　音
井　澗　一　晴
泰　地　芽　愛
　津木　理　桜
生　田　琥侑希
前　田　柚　葉

大　串　忠　夫
楠　川　周　一
森　下　ト　ミ
尾　﨑　アサヱ
山　下　　弘
　　山　勘一郎
山　本　シゲ子
谷　口　利　男

（件）（９月30日現在）

　10月13日（水）、第45回南部郷陸上競技大会が、共和グランドな
どで開催され、町内小学校の5・6年生たちが、100メートル走や幅跳
びなど8種目を競いました。各部門の入賞者は、次の通りです。
（敬称略）
≪5年生男子≫
●50ﾒｰﾄﾙﾊｰﾄﾞﾙ①栗山幸人（上小）②児玉悠（南小）③寺柿了輝
（岩小）・龍神哉太（清小）　●100ﾒｰﾄﾙ走①森本敦貴（上小）②
西川斗真（南小）③山川真生（上小）・庄司和真（南小）　●1000
ﾒｰﾄﾙ走①片井拓真（南小）②小山倖生（上小）③森下航大（南小）
●走り幅跳び①西川斗真（南小）②道上太一（高小）③栗山幸人
（上小）　●走り高跳び①寺柿了輝（岩小）②谷本大輝（上小）③
野久保英俊（南小）　●ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ①森下航大（南小）②森本
敦貴（上小）③爰川朔哉（岩小）
≪5年生女子≫
●50ﾒｰﾄﾙﾊｰﾄﾞﾙ①坂本茉莉花（南小）・藤井優香（上小）③平野
羽留（高小）・樫野美咲（上小）　●100ﾒｰﾄﾙ走①平奈々未（南
小）②和田茉由乃（上小）③舩山さくら（高小）・三前英恵（南小）　
●800ﾒｰﾄﾙ走①猪野碧里（南小）②榎本杏香（清小）③辻静茄
（南小）　●走り幅跳び①藤井優香（上小）②平奈々未（南小）③
真造理絵（上小）　●走り高跳び①猪野碧里（南小）②草分聖奈
（南小）③三尾梨友（南小）・松本遥菜（上小）　●ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ①
和田茉由乃（上小）②榎本杏香（清小）③山本ゆずは（上小）
≪6年生男子≫
●50ﾒｰﾄﾙﾊｰﾄﾞﾙ①坂口雅哉（上小）②浜口紳也（上小）③松本啓
太（清小）　●100ﾒｰﾄﾙ走①松本裕也（南小）②寺前昂大（南小）
③前田嘉仁（高小）　●1000ﾒｰﾄﾙ走①沖見史哉（南小）②筋本
晃至（上小）③三尾哲太（南小）　●走り幅跳び①﨑山翼（南小）
②前田嘉仁（高小）③平侑弥（清小）　●走り高跳び①沖見史哉
（南小）②谷本祐之輔（南小）③坂本裕也（岩小）　●ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投
げ①三尾拓也（南小）②坂口雅哉（上小）③下村太輝（清小）
≪6年生女子≫
●50ﾒｰﾄﾙﾊｰﾄﾞﾙ①小田若奈（清小）②古久保朋佳（南小）③杖尻
真子（上小）　●100ﾒｰﾄﾙ走①森星奈（南小）②丸山紗加（岩
小）・西山千恵（上小）　●800ﾒｰﾄﾙ走①丸山矩加（岩小）②前山
愛海（上小）③谷口すみれ（南小）　●走り幅跳び①丸山純（上
小）②丸山矩加（岩小）③西山千恵（上小）・田端里帆（清小）　　
●走り高跳び①森星奈（南小）②小田若奈（清小）③炭谷里保
（南小）　●ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ①楠谷さやか（高小）②永井寧 （々高小）
③谷口すみれ（南小）・冨山唯（高小）
≪学級対抗リレー≫
●5年生優勝　南部小2組　●6年生優勝　上南部小

鹿島神社の秋祭り
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平成21年度

決
算
の
状
況

まちの家計簿総決算
　第3回議会定例会（9月議会）で、「平成21年度まちの家計簿総決算」
である各会計の歳入歳出決算が認定されました。決算のあらましについ
て、普通会計を中心にお知らせします。

　普通会計とは、各市町村の財政状況を比較するとき、一般会計だけの
比較では不均等であることから、統一的な基準で比較できるようにした
会計区分です。みなべ町の普通会計は、一般会計と住宅新築資金等貸付
事業特別会計で構成されています。

歳
入
決
算
（
前
年
度
と
の
比
較
）

　

普
通
会
計
の
歳
入
は
１
０
３
億
９
８
８
６
万

３
千
円
、歳
出
は
95
億
９
５
９
１
万
４
千
円
で
、

内
訳
は
左
ペ
ー
ジ
の
通
り
で
す
。

　

前
年
度
よ
り
、
歳
入
は
７
％
、
歳
出
は
２
・

７
％
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、
実
質
収
支
額
も
１

３
１
・
７
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
増
収
は
、
町
税
が
町
民
税
増
な
ど
に

よ
り
４
５
６
０
万
６
千
円
増
、
地
方
交
付
税
が

１
億
３
７
３
３
万
２
千
円
増
、
国
庫
支
出
金
が

８
億
44
万
１
千
円
増
、
県
支
出
金
が
３
億
１
０

２
５
万
８
千
円
増
、
繰
入
金
６
９
０
６
万
円
増

な
ど
で
す
。
減
収
は
、
分
担
金
及
び
負
担
金
が

３
億
６
０
３
万
２
千
円
減
、
財
産
収
入
が
９
８

５
０
万
９
千
円
減
、
町
債
が
１
億
３
０
７
０
万

円
減
な
ど
で
す
。　

　

そ
の
結
果
、
歳
入
総
額
は
６
億
８
２
１
２
万

３
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

（一般＋住新）

　町民の生活に関わりの深い福
祉、教育など幅広い範囲の事業
を行なうための会計です。

普通会計

一般会計

　住宅新築や宅地取得の資金貸
付のための会計（現在は償還事
務のみ）。歳入は貸し付けた方か
らの返済金、歳出は起債償還金
です。（町は貸付のための費用を
県などから借りていました）

住宅新築資金等貸付事業
特別会計

性
質
別
歳
出
決
算
（
前
年
度
と
の
比
較
）

　

歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
扶
助
費
が
障
害

者
自
立
支
援
給
付
の
増
な
ど
で
１
８
７
６
万
１

千
円
増
、
他
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
が
１
８
８

４
万
２
千
円
増
、
物
件
費
が
４
５
１
４
万
５
千

円
増
、
普
通
建
設
事
業
費
が
３
億
３
１
７
２
万

８
千
円
増
、
災
害
復
旧
事
業
費
１
億
９
１
１
９

万
７
千
円
増
、人
件
費
５
３
３
７
万
１
千
円
減
、

補
助
費
等
１
億
２
７
０
９
万
４
千
円
減
、
積
立

金
１
億
６
１
３
６
万
２
千
円
減
な
ど
で
、
そ
の

結
果
、
歳
出
総
額
は
２
億
５
４
７
２
万
９
千
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出 差　　　引 翌年度へ繰越
すべき財源 実質収支額

一 般 103億7,890万9千円 95億8,210万4千円 7億9,680万5千円 1億1,798万円 6億7,882万5千円
住宅新築資金
等 貸 付 事 業 1,995万4千円 1,381万円 614万4千円 0千円 614万4千円

合　　　 計 103億9,886万3千円 95億9,591万4千円 8億294万9千円 1億1,798万円 6億8,496万9千円

平成21年度普通会計決算の状況

年

度

歳　　　入 歳　　　出 実　質　収　支　額

決　算　額 増減率 決　算　額 増減率 決　算　額 増減率

20 97億1,674万円 1.5％ 93億4,118万5千円 2.4% 2億9,559万5千円  ▲30.6％

21 103億9,886万3千円 7.0％ 95億9,591万4千円 2.7% 6億8,496万9千円 131.7％

普通会計決算規模・平成20年度と平成21年度の比較（増減率は前年度比）

年

度

消　費　的　経　費 投　資　的　経　費 そ　の　他　の　経　費

決　算　額 増減率 決　算　額 増減率 決　算　額 増減率

20 41億4,081万7千円   10.6％ 23億9,336万5千円 ▲21.4％ 28億700万3千円   20.2％

21 40億3,129万円 ▲2.6％ 29億1,629万円 21.8％ 26億4,833万4千円 ▲5.7％

普通会計　性質別歳出決算額・平成20年度と平成21年度の比較
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目
的
別
歳
出

　

平
成
21
年
度
普
通
会
計
決
算
グ
ラ
フ

歳
入 
１
０
３
億
９
８
８
６
万
３
千
円

歳
出 
95
億
９
５
９
１
万
４
千
円

町の規模に応じて国から交付されるお
金で、使い道に制限はありません。

町民1人当たりにすると 725,772 円
　歳入総額を、平成22年 3月 31日現　
在の住民基本台帳人口 14,328 人で割　
りました。

町民1人当たりにすると 669,732 円
　歳出総額を、平成22年 3月 31日現在の
住民基本台帳人口14,328 人で割りました。

地方交付税　37億4,928万9千円（36.1％）

町税
15億6,620万4千円（15.1％）

町債
13億5,380万円（13.0％）

国庫支出金
15億80万4千円（14.4％）

県支出金
9億9,360万2千円（9.6％）

前年度繰越金
3億7,555万5千円（3.6％）

分担金及び負担金・使用料及び手数料
2億1,463万4千円（2.0％）

地方消費税交付金・利子割交付金・地方譲与税・自動車取得税交付金
地方特例交付金・配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金
交通安全対策特別交付金

2億9,158万4千円（2.8％）

繰入金　2億832万円（2.0％）

財産収入・寄附金・諸収入
1億4,507万1千円（1.4％）

町税の内訳

入湯税
2,722万7千円（1.7％）

たばこ税
6,996万4千円（4.5％）

軽自動車税
4,126万6千円
（2.6％）

固定資産税
8億767万6千円
（51.6％）

町民税
6億2,007万1千円
（39.6％）

自
主
財
源
と

依
存
財
源
の

割
合

自主財源
依存財源75.9％

24.1％

性質別
歳　出

人件費
11億2,337万5千円
（11.7％）

物件費
11億4,407万8千円
（11.9％）

扶助費
4億1,734万円
（4.3％）

補助費等
13億3,009万8千円
（13.9％）

維持補修費
1,639万9千円
（0.2％）

普通建設事業費
27億1,616万7千円
（28.3％）

災害復旧事業費
2億12万3千円
（2.1％）

公債費
18億292万8千円
（18.8％）

積立金
642万8千円
（0.1％）

繰出金
8億3,897万8千円
（8.7％）

その他
26億4,833万4千円
（27.6％）

消費的経費
40億
3,129万円
（42.0％）

投資的経費
29億1,629万円
（30.4％）

農林水産業費
 19億9,808万8千円(20.8%)

民生費
 18億3,426万8千円(19.1%)

公債費
 18億292万8千円(18.8%)

総務費
 9億9,462万8千円(10.4%)

教育費
 8億9,675万2千円(9.3%)

土木費
 7億4,331万1千円(7.7%)

衛生費
 7億86万9千円(7.3%)

消防費
 2億6,358万円(2.8%)

災害復旧費
 2億12万3千円(2.1%)

議会費
 8,075万6千円(0.8%)

商工費
 7,577万8千円(0.8%)

労働費
 483万3千円(0.1%）
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財
政
指
標
は
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の

財
政
運
営
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る

か
を
見
る
た
め
に
国
が
定
め
た
数
字
で
、

普
通
会
計
を
基
に
算
出
さ
れ
ま
す
。

　

財
政
指
標
か
ら
見
た
21
年
度
普
通
会
計
決
算

経
常
収
支
比
率
は
向
上

　

表
１
は
、
経
常
収
支
比
率
・
実
質
公
債

費
比
率
・
町
債
残
高
・
基
金
残
高
の
平
成

20
年
度
と
21
年
度
の
比
較
で
す
。

　

経
常
収
支
比
率
は
５
・
４
％
下
が
り
、

経
常
的
に
入
っ
て
く
る
一
般
財
源
に
余
裕

が
で
き
ま
し
た
。実
質
公
債
費
比
率
も
０
・

４
％
下
が
り
ま
し
た
。

　

町
債
残
高
は
、
借
入
が
岩
代
小
学
校
建

築
な
ど
の
た
め
に
13
億
５
３
８
０
万
円
、

返
済
（
元
金
）
が
15
億
７
１
８
７
万
円
で
、

差
し
引
き
２
億
１
８
０
７
万
円
減
少
し
ま

し
た
。
な
お
、
町
債
残
高
は
町
民
１
人
あ

た
り
に
す
る
と
約
１
０
３
万
６
千
円
に
な

り
ま
す
。

　

基
金
残
高
は
、
１
億
９
０
０
４
万
円
減

少
し
ま
し
た
。
基
金
残
高
は
、
町
民
１
人

年度 経常収支
比率

実質公債費
比率 町債残高 基金残高

20 92.1% 22.7% 150億5,473万1千円 27億67万9千円
21 86.7% 22.3% 148億3,666万1千円 25億1,063万9千円

表1　主な財政指標・平成20年度と平成21年度の比較

※経常収支比率→ 町税や地方交付税など経常的に入ってくる一般財源が、人
件費や扶助費、公債費などの経常的経費に充てられた割合を表す指標		
※実質公債費比率→ 一般財源を、普通会計の公債費や、特別会計・企業会計
への繰出金のうちの公債費相当分と一部事務組合への負担金のうちの公債費
相当分などの支出に充てた割合を表す指標			 
※町債→ 町の借金　※基金→ 町の貯金			 

あ
た
り
に
す
る
と
、
約
17
万
５
千
円
に
な

り
ま
す
。

項　　　　目 町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 − 14.79 20.00
連結実質赤字比率 − 19.79 40.00
実 質 公 債 費 比 率 22.3 25.0 35.0
将 来 負 担 比 率 160.1 350.0 

表2　４つの健全化判断比率	

※実質赤字比率→標準財政規模に対して、普通会計の実質赤字の割合
を表す指標			 
※連結実質赤字比率→標準財政規模に対して、町のすべての会計の実
質赤字の割合を表す指標			 
※将来負担比率→標準財政規模に対して、将来一般会計などで負担す
ることが見込まれる金額の割合を表す指標			 

（単位：％）

標準財政規模→その市町村の、その年度に入ると推測される	
一般財源を全国統一のルールで計算した額		

〔標準財政規模＝標準税収入額等＋普通交付税など〕	
みなべ町の平成 21 年度標準財政規模は 53 億 2,890 万 1 千円

４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
は

い
ず
れ
も
セ
ー
フ

　

表
２
は
、
財
政
健
全
化
法
に
よ
り
公
表

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
、
４
つ
の
健
全
化
判

断
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤

字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負
担

比
率
）
で
す
。 

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
早
期
健
全
化

基
準
と
財
政
再
生
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
早
期
健
全
化
基
準
を
１
つ
で
も
上

回
る
と
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
と
な
り
、
財
政

健
全
化
計
画
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
自

主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
健
全
化
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
更
に

財
政
再
生
基
準
を
上
回
る
と
レ
ッ
ド
カ
ー

ド
、
財
政
再
建
団
体
と
な
り
ま
す
。

　

町
は
、
普
通
会
計
や
特
別
会
計
な
ど
に

赤
字
が
な
い
た
め
、
実
質
赤
字
比
率
と
連

結
実
質
赤
字
比
率
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
実

質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
も
、
早

期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
下
回
っ
た
も
の
の
、
実
質
公
債

費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
は
県
内
で
も
上

位
の
高
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
比
率
が
高
い
の
は
「
町
債
の

返
済
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
町

の
場
合
は
、
町
債
を
有
効
に
利
用
し
て
、

町
民
の
生
活
に
直
結
す
る
事
業
を
積
極
的

に
行
っ
て
き
て
お
り
、
現
在
も
行
っ
て
い

る
か
ら
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
比
率
は

一
つ
の
目
安
で
あ
り
、「
高
い
か
ら
財
政

が
悪
い
」
と
一
概
に
は
い
え
ま
せ
ん
。

資
金
不
足
比
率
も
セ
ー
フ

　

ま
た
、
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
額

（
赤
字
）
の
割
合
を
示
す
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
も
、
町
の
公
営
企
業
会
計
は
、

い
ず
れ
も
資
金
不
足
額
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
〔
町
の
公
営
企
業
会
計
に
相
当
す
る
の

は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
で
す
〕

　

町
が
、
平
成
19
年
３
月
に
独
自
に
策

定
し
た
財
政
健
全
化
計
画
（
集
中
改
革

プ
ラ
ン
）
で
は
、
平
成
21
年
度
普
通
会

計
決
算
の
実
質
収
支
額
を
２
億
３
４
０

０
万
円
の
赤
字
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
現
状
は
６
億
８
４
９
６
万
９
千
円

の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
様
に
、
平
成
22
年
度
普
通
会

計
決
算
の
実
質
収
支
額
は
、
１
億
１
９

０
０
万
円
の
赤
字
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
ま
し
た
が
、
現
状
の
ま
ま
推
移
す
る

と
黒
字
に
転
換
で
き
る
だ
ろ
う
と
予
測

し
て
い
ま
す
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
見
込
み
よ
り
改
善
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合
併
し
て
丸
６
年
が
経
過
し
、

物
心
と
も
に
合
併
効
果
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
が
、
経
費
面
で

最
も
減
少
し
て
い
る
の
は
人
件

費
で
す
。

　

平
成
21
年
度
普
通
会
計
決
算

の
人
件
費
11
億
２
３
３
７
万
５

千
円
は
、
合
併
前
の
平
成
15
年

度
決
算
の
旧
町
村
合
計
13
億
６

８
０
０
万
円
と
比
べ
る
と
、
２

億
４
４
６
２
万
５
千
円
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
の
大
部
分
を
占
め
る

の
は
町
職
員
の
給
与
で
す
が
、

職
員
数
（
教
育
長
除
く
）
は
、

平
成
15
年
度
の
１
８
４
人
か
ら

平
成
21
年
度
は
１
５
５
人
と
29

人
減
員
し
て
い
ま
す
。（
※
平
成

22
年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数

は
１
５
２
人
）　

　

職
員
の
減
員
は
、
今
後
も
事

務
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

人
件
費
減
な
ど

合
併
効
果
が
あ
が
る

他の特別会計と企業会計
平成２１年度決算

　町には、一般会計と共に普通会計を構成する住宅
新築資金等貸付事業の特別会計のほかに、７つの特
別会計と１つの企業会計があります。それらの平成
21年度決算は、下記の通りです。特 別 会 計

国民健康保険特別会計
　社会保険に加入していない自営業の方
などに医療費を給付する会計。主な歳入
は、国民健康保険税、国・県支出金、一
般会計からの繰入金など。

後期高齢者医療特別会計
　高齢者の医療費をまかなうための会計。主な歳入は、
保険料、一般会計からの繰入金など。
○歳入 2 億 6,756 万 3 千円　
●歳出 2 億 6,461 万 2 千円
→ 差引 295 万 1 千円

農業集落排水事業特別会計
　生活環境を向上し水環境をきれいにするために、８
か所の農集浄化センターや管路などを維持管理する会
計。主な歳入は、農集排使用料、一般会計からの繰入
金など。
○歳入 2 億 8,906 万 7 千円　●歳出 2 億 8,552 万 3 千円
→ 差引 354 万 4 千円

公共下水道事業特別会計
　生活環境を向上し水環境をきれ
いにするために、下水道施設を整備
したり、維持管理したりする会計。
主な歳入は、受益者負担金、下水

老人保健特別会計
○歳入 798 万 5 千円　
●歳出 798 万 5 千円
→ 差引 0 円

介護保険特別会計
　高齢者への介護サービス・支援サービスにかかる経
費をまかなうための会計。主な歳入は、介護保険料、国・
県支出金、社会保険などからの交付金、一般会計から
の繰入金など。
○歳入 11 億 230 万 8 千円　●歳出 10 億 4,410 万円
→ 差引 5,820 万 8 千円

簡易水道事業特別会計
　旧村地域に安全な飲み水を安定して供
給するための会計。主な歳入は、水道料金、
一般会計からの繰入金など。

※特別会計と企業会計は、独自の収入があるため、独立した会計で事業を行っています。しかし、
住宅新築資金等貸付事業と水道事業を除く、7 特別会計は、独自の収入だけではまかなえないため、
一般会計から繰り入れています。企 業 会 計

水道事業会計

　旧町地域に、安全な飲み水を安定して供給する
ための会計。収入の大半は水道料金。
○収入 1 億 3,431 万円　
●支出 1 億 588 万 5 千円
→ 差引 2,842 万 5 千円

（資本的収入・支出）（税込額）
　旧町地域の、水道管の布設工事費などに使用。
収入は、工事負担金など。
○収入 435 万 7 千円　●支出 5,579 万 8 千円
→ 差引 ▲ 5,144 万 1 千円
　　　（この不足額は、留保資金などで補填されました）

○歳入 19 億 8,656 万 1 千円　●歳出 19 億 1,544 万 4 千円
→ 差引 7,111 万 7 千円

○歳入 6 億 772 万 4 千円　●歳出 6 億 443 万円
→ 差引 329 万 4 千円

○歳入 1 億 1,427 万 1 千円　●歳出 8,504 万 9 千円
→ 差引 2,922 万 2 千円

道使用料、国・県支出金、一般会計からの繰入金、町
債など。

（収益的収入・支出）（税込額）
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11
月
28
日
（
日
）
は
、
県
知
事

選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
和
歌
山
の
行
方
を

決
め
る
大
事
な
選
挙
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
一
票
を
ぜ
ひ

生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年 

第
４
回
臨
時
町
議
会

■
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
、
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

元
臨
時
職
員
に
よ
る
強
制
わ

い
せ
つ
未
遂
事
件
を
受
け
て
、

教
育
長
の
給
与
を
１
箇
月
10
％

減
額
す
る
改
正
条
例
が
上
程
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
堺
地
区
汚

水
管
渠
布
設
工
事
及
び
公
共
下

水
道
事
業
堺
地
区
汚
水
管
渠
布

設
工
事
（
単
独
）
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　

同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
大
日
本
土
木

㈱
和
歌
山
営
業
所
（
和
歌
山
市
）

と
公
共
下
水
道
事
業
堺
地
区
汚

水
管
渠
布
設
工
事
は
４
６
８
８

万
７
７
５
０
円
、
公
共
下
水
道

　

10
月
13
日
（
水
）、
平
成
22
年

第
４
回
臨
時
町
議
会
が
開
会
さ
れ

（
会
期
１
日
）、
次
の
３
議
案
が
上

程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
28
日（
日
）は

  
県
知
事
選
挙
の
投
票
日

投
票
時
間
は
午
前
７
時
～
午
後
６
時

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
用
事

が
あ
っ
て
投
票
所
へ
行
け
な
い

と
い
う
方
は
、
投
票
日
前
日
ま

で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票
で
き
る
日
時

　

11
月
12
日
（
金
）
～
11
月
27

日
（
土
）
ま
で
毎
日
（
土
日
祝

▼
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
、
不

在
者
投
票
施
設
に
指
定
し
た
病

院
や
施
設
に
入
院
ま
た
は
入
所

し
て
い
る
方
は
、
そ
の
病
院
や
施

設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票

期
日
前
投
票

　

こ
の
ほ
ど
、
紀
州
備
長
炭
振
興
館
前
、
清
川
球
場
の
側
、

清
川
き
ら
く
園
前
の
３
箇
所
に
、
車
い
す
用
駐
車
区
画
が
で

き
ま
し
た
。
球
場
周
辺
に
は
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

や
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
が
訪
れ
る
た
め
、
車
い

す
用
駐
車
区
画
の
設
置
が
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

車
い
す
用
駐
車
区
画
に

  「
わ
た
し
は
停
め
ま
せ
ん
」

 　

  

～
本
当
に
必
要
な
人
の
た
め
に
～

　

車
い
す
用
駐
車
区
画
は
、
車

い
す
を
使
っ
て
い
る
人
が
車
か

ら
乗
り
降
り
し
や
す
い
よ
う
に

広
い
ス
ペ
ー
ス
が
と
ら
れ
、
ま

た
出
入
り
し
や
す
い
よ
う
に
建

物
な
ど
の
入
口
の
近
く
に
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

車
い
す
用
駐
車
区
画
に
駐
車

を
し
た
り
自
転
車
や
バ
イ
ク
を

停
め
る
人
は
、「
ほ
ん
の
ち
ょ
っ

と
だ
け
だ
か
ら
」「
他
に
も
あ

る
か
ら
停
め
て
も
大
丈
夫
だ
ろ

う
」、
こ
ん
な
気
持
ち
で
停
め
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
そ
の
ほ
ん
の
少
し
の
間
に
、

車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
方
が

駐
車
し
よ
う
と
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。「
ほ
ん
の
少
し
だ
け
だ

か
ら
」
と
い
う
気
持
ち
が
、
誰

か
に
大
き
な
迷
惑
を
か
け
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　

本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
人

の
た
め
に
、
車
い
す
用
駐
車
区

画
を
あ
け
て
お
く
、
そ
れ
だ
け

で
い
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
ほ

ん
の
少
し
の
思
い
や
り
」
で
誰

も
が
安
心
し
て
、
そ
し
て
安
全

に
暮
ら
せ
る
町
に
な
る
の
で
す
。

清川球場の側

日
も
含
む
）、
午
前
８
時
30
分
～

午
後
８
時
ま
で

▼
投
票
で
き
る
場
所

　

役
場
第
１
庁
舎
（
芝
）

※
印
鑑
は
不
要
で
す
。
す
で
に

届
い
て
い
れ
ば
入
場
券
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
（
忘
れ
て
も
大
丈

夫
で
す
）。

▼
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
、

要
介
護
度
５
と
認
定
さ
れ
た
方

は
、
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き

ま
す
。

▼
長
期
の
仕
事
な
ど
で
、
投
票

日
当
日
、
み
な
べ
町
で
投
票
で

き
な
い
方
や
、
住
民
票
を
置
い

た
ま
ま
他
市
町
村
に
住
ん
で
い

る
学
生
な
ど
の
方
は
、
滞
在
先

の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

但
し
、
事
前
に
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
、
℡

72
─
２
０
５
１
）
へ

事
業
堺
地
区
汚
水
管
渠
布
設
工

事
（
単
独
）
は
９
１
５
万
４
９

５
０
円
で
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
０
２
３

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
89
億

４
５
７
７
万
２
千
円
と
す
る
こ

と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
は
、
繰
越
金
４

０
２
３
万
円
で
す
。
歳
出
は
、

小
倉
谷
地
区
農
免
農
道
整
備
付

帯
工
事
請
負
費
３
５
９
０
万
円

な
ど
で
す
。

清
川
球
場
周
辺
に

  

車
い
す
用
駐
車
区
画
を
設
け
ま
し
た
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10
月
５
日
、
平
成
22
年

度
和
歌
山
県
社
会
福
祉
功

労
者
表
彰
式
が
和
歌
山
市

で
行
わ
れ
、
町
の
民
生
児

童
委
員
さ
ん
３
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
り

地
域
の
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
た
功
労
を
賞
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

表
彰
さ
れ
た
民
生
児
童

委
員
さ
ん
は
、
次
の
皆
さ

ん
で
す
。

■
和
歌
山
県
知
事
感
謝

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

功
労
者　

中
家
長
久
さ
ん

（
熊
瀬
川
）

■
和
歌
山
県
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
表
彰

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

功
労
者　

河
本
晋
さ
ん（
千

鹿
浦
）、西
村
敏
子
さ
ん（
新

庄
） 和

歌
山
県
社
会
福
祉

　
　

功
労
者
表
彰
を
受
賞

中
家
長
久
さ
ん

河
本
晋
さ
ん

西
村
敏
子
さ
ん

　

平
成
22
年
度
和
歌
山
県
花

を
愛
す
る
県
民
の
集
い
が
、

紀
の
川
市
で
開
催
さ
れ
、
こ

の
席
上
で
、
清
川
ク
リ
ー
ン

ク
ラ
ブ
（
会
長　

中
本
エ
ミ

子
さ
ん
）
に
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
推
進
功
労
者
知
事
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
長
年
に

わ
た
っ
て
花
づ
く
り
活
動
を

継
続
し
、
地
域
で
花
い
っ
ぱ

和
歌
山
県
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
功
労
者
知
事
感
謝
状　

贈
呈

表
彰
式
に
出
席
さ
れ
た

　

清
川
ク
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

　

第
22
回
梅
の
里
社
会
人
野

球
大
会
が
、
９
月
19
日
か
ら

10
月
10
日
ま
で
、
清
川
球
場

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
16
チ
ー
ム
が
出
場

し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　

熱
戦
の
結
果
、
Ｒ
Ｒ
美
久

が
初
優
勝
し
ま
し
た
。ま
た
、

個
人
賞
で
は
、
同
チ
ー
ム
か

ら
最
優
秀
選
手
賞
に
有
本
陽

平
さ
ん
、
打
撃
賞
に
山
﨑
佳

梅
の
里
社
会
人
野
球
大
会
で

　
　
　

  

Ｒ
Ｒ
美
久
が
初
優
勝

優勝したＲＲ美久チームの皆さん

清
川
ク
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
に

英
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

Ｒ
Ｒ
美
久
チ
ー
ム
の
選
手

は
、次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬

称
略
）

片
山
卓
、
中
元
豊
、
山
﨑
佳

英
、
中
本
喜
裕
、
中
野
博
史
、

吉
田
幸
嗣
、
高
瀬
晶
也
、
杉

本
智
市
、
岩
橋
裕
樹
、
岩
﨑

守
秀
、
中
元
達
也
、
有
本
陽

平
、
鳥
本
真
也
、
熊
代
雄
介
、

上
本
雅
人
、
田
中
秀
尚
、
木

村
啓
伯
、
大
江
真
範

い
運
動
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
団
体
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
県
内
の
13
団
体
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
席
上
で
は
、「
和
歌

山
県
花
を
愛
す
る
県
民
の
集

い
」
功
労
者
表
彰
と
、
和
歌

山
県
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
受
賞
者
表
彰
の
授
与
式
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
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入賞
作品 　第 17 回発明発見創意く

ふう展と第 16 回未来の科
学の夢絵画展が開催され、

それぞれの入賞作品が決まりました。両展の最
優秀賞「前芝賞」は、清川出身の発明家、前芝
宗三郎さん（福岡県在住）にちなんだものです。
その入賞作品を紹介します。なお、今回の応募
作品の総数は、くふう展 120 点、絵画展 15 点で、
9 月 18 日（土）と 19 日（日）の両日、生涯学
習センター（谷口）で展示されました。

絵
画
展
・
前
芝
賞

　
「
あ
っ
た
ら
い
い
な

　
　
　
　
　

こ
ん
な
道
」

　
　

鎌
塚
有
真
く
ん

（
上
南
部
小
４
年
）

町
長
賞　
「
雨
花
火
」

山本真衣さん（高城小 5年）中家実菜代さん（清川小 6年）

畑
中
彰
太
く
ん

　
　
（
高
城
小
６
年
）

商
工
会
長
賞

　
「
ふ
し
ぎ
な
木
の
い
え
」

鎌
塚
果
歩
さ
ん

　
（
上
南
部
小
２
年
）

奨
励
賞

　
「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の

　
　
　
　

ゴ
ミ
処
理
機
」

教育委員長賞　「汽車ポッポ（梅集め車）」教育長賞　「さるを追うかかし」
田中随典くん（南部小６年）
議会議長賞　「雷電再利用機」

　第17回 発明発見創意くふう展　　
　　　 第16回 未来の科学の夢絵画展

小
田
愛
里
さ
ん
（
清
川
小
２
年
）
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木
村
朋
稔
く
ん

　
（
南
部
小
３
年
）

く
ふ
う
展
・
前
芝
賞

　
　
「
小
さ
な
小
さ
な

　
　
　
　

ゆ
う
え
ん
地
」

議
会
議
長
賞

　
「
わ
く
星

　
　
（
水
金
地
火
木
土
天
海
冥
）」

　
　
　
　
　

下
野
は
る
か
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

  （
高
城
小
５
年
）

町
長
賞 

　
「
ミ
ツ
バ
チ
ブ
ン
ブ
ン
」

　
　
　
　
　

小
森
空
く
ん

　
　
　
　
　
　
（
高
城
小
３
年
）

教
育
委
員
長
賞

　
「
的
当
て
っ
ち
」

　
　

植
野
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
上
南
部
中
２
年
）

教育長賞「はち入れ」
山本樹くん（高城中 3 年）

商
工
会
長
賞

　
「
炭
の
と
う
ろ
う
」

　
　
　
　

大
前
尋
く
ん

　
　
　
　
　
（
高
城
中
１
年
）

デザイン賞「金魚の水墨画」
雛倉一愛さん（上南部小 5 年）

努力賞「竜吐水」
池添徳晃くん（上南部小 6 年）

奨
励
賞

　
「
貝
が
ら
の
ち
ょ
う
」

　
　
　

畑
﨑
望
さ
ん

　
　
　
　
（
上
南
部
小
６
年
）

奨
励
賞
「
か
ば
ん
」

　
　

船
谷
麻
都
香
さ
ん

　
　
　
　
（
高
城
中
３
年
）

デ
ザ
イ
ン
賞

　
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
風
鈴
」

　
　
　
　

道
上
茜
さ
ん

　
　
　
　
（
高
城
中
１
年
）

努
力
賞

　
「
手
づ
く
り
紙
ラ
イ
ト
」

　
　
　

西
野
歩
季
さ
ん

　
　
　
　
　
（
上
南
部
小
３
年
）

くふう賞「缶水琴」
鎌塚有真くん

（上南部小 4 年）

くふう賞
「ドレミのマラカス」
山﨑日向子さん

（清川小 2 年）

アイデア賞
「はっぽうスチロールのはんが」
土井華奈人くん（高城小 3 年）

アイデア賞
「静電気でまわるコップ」
田中随典くん（南部小６年）
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岩代小学校新校舎竣工式

みなべの海を楽しもう

　9月22日（水）、町の青年団「青年クラブみなべ」は、生涯学習センターで応
急手当員の講習会を開き、14人が受講しました。
　団員たちはビデオで心肺蘇生法について学んだあと、日高広域消防本部
南部出張所の職員の指導で、心臓マッサージの仕方や自動体外式除細動
器（ＡＥＤ）を使った心肺蘇生法などを実習しました。その後、応急手当員初
級コースの試験が行われ、参加者全員が合格して認定証を受け取りました。
　今後も、講習会を開催して、万が一の時に役立つよう、受講者を増やして
いきたいそうです。

　9月25日（土）、みなべ町青少年育成町民会議主催の「米づくり体
験」で稲刈りが行われ、小学生80人と保護者らが参加しました。
　子どもたちは、町民会議のメンバーや保護者の指導を受けながら、
かまを使って実った稲穂を刈り取り、なる掛け作業にも挑戦しました。
　12月には収穫祭として、収穫したもち米を使って餅つきが行われる
予定です。みんなその日を楽しみにしながら、作業に汗を流しました。

　紀州梅の会と県は、10月4日（月）東京都の恵比寿ガーデンプレイスで「紀州うめフォーラム2010」を催し、首都圏の報
道機関や消費者に紀州梅の魅力をＰＲしました。

　9月29日（水）、上南部保育所で「おじいちゃん・おばあちゃん一
緒に遊ぼう！」が催され、約120人の祖父母が参加しました。
　初めに、各組の園児たちが、この日のために練習を重ねた歌を
披露しました。
　園児たちは舞台に上がると、少し緊張気味でしたが、おじい
ちゃん・おばあちゃんの声援に応えて一生懸命歌っていました。最
後に園児たちが、「いつもありがとう。いつまでも元気でいてくださ
い。」と声をそろえて言うと、涙ぐんでいる方もおられました。
　またその後、各部屋で園児たちの製作づくりを見守り、楽しいひ
とときを過ごしました。園児たちは、おじいちゃんやおばあちゃんの
似顔絵を書き、かわいいフォトフレームに入れてプレゼントしました。

紀州の梅一万個、東京に大集合！  『紀州うめフォーラム2010』開催

　9月20日（月）、青年クラブみなべが主催して、「第2回BIGフィッシン
グinみなべ」が開かれました。
　今回は天候に恵まれ、大会には約100人が参加して、大物を競いま
した。堺漁港では、釣り上げた魚の大きさを測り、大物を競うビッグワ
ン賞や当日発表のラッキー魚賞などの入賞者を表彰しました。
　この日は子どもから大人まで、みなべの海でいろんな種類の魚を釣
り上げ、休日を楽しみました。

青年クラブみなべが応急手当員講習会

おいしいお米できたかな？

おじいちゃん・おばあちゃんと楽しいひととき！

ご長寿おめでとうございます  ～95歳以上の皆さんに長寿お祝い～
　9月29日（水）、町は95歳以上の高齢者の方46人のお宅などを訪問して、祝い
品を贈り長寿をお祝いしました。
　対象は、大正5年4月1日以前生まれの方で、全員で58人おられます。また、そ
のうち100歳以上の方は9人です。
　この日、108歳の川村寿美枝さん（北道）宅を訪れ、ご長寿をお祝いしました。
川村さんの楽しみは、歌を歌うことや、毎日新聞やテレビを見ることだそうです。ま
た、季節感を味わえる旬の食べものが好きだそうです。川村さんは、とてもにこや
かにお話しをしてくれました。
　皆さん、これからも、ますますお元気でお過ごしください。

感謝の言葉を述べる
久保絢生くん

　10月2日（土）、岩代小学校で新校舎の竣工式が行われ、学校関係者ら約
160人が出席して新校舎の完成を祝いました。
　竣工式の初めに、町長や関係者、岩代小の児童を代表して寺柿了輝くん（5
年）と丸山矩加さん（6年）が、新校舎の玄関前でテープカットを行いました。
　その後、同校体育館で、全児童も出席して式典が行われ、町長の式辞、事業
経過報告や来賓祝辞のあと、児童を代表して久保絢生くん（6年）が感謝の言
葉を述べました。
　式典後には、地元区などの主催で、お餅まきも行われ、多くの地域住民でにぎ
わいました。児童たちは、2学期から新校舎で学んでいます。

川村寿美枝さんと小谷町長

　第一部では、報道機関に向けて発表会があり、梅の効能・
機能性の研究成果などを報告、また、野菜ソムリエ・ＫＡＯＲＵ
（小林かおる）さんのお薦め梅料理の紹介などがありました。
　一般消費者を交えた第二部では、会場内に梅干しや梅酒
を展示し、お薦め料理とともに、試食会が行われました。特別
ゲストとしてタレントのみのもんたさんが、会場に駆けつけ、梅
干しや梅料理を試食しながら来場者に紹介して、フォーラムを
盛り上げました。フォーラムの模様は、みのもんたさんの番組
「朝ズバ」でも紹介されました。
　首都圏で、大勢の消費者に紀州梅の良さを直接ＰＲでき、
今後の梅の消費拡大につながることを期待しています。
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ちゃん・おばあちゃんの声援に応えて一生懸命歌っていました。最
後に園児たちが、「いつもありがとう。いつまでも元気でいてくださ
い。」と声をそろえて言うと、涙ぐんでいる方もおられました。
　またその後、各部屋で園児たちの製作づくりを見守り、楽しいひ
とときを過ごしました。園児たちは、おじいちゃんやおばあちゃんの
似顔絵を書き、かわいいフォトフレームに入れてプレゼントしました。

紀州の梅一万個、東京に大集合！  『紀州うめフォーラム2010』開催

　9月20日（月）、青年クラブみなべが主催して、「第2回BIGフィッシン
グinみなべ」が開かれました。
　今回は天候に恵まれ、大会には約100人が参加して、大物を競いま
した。堺漁港では、釣り上げた魚の大きさを測り、大物を競うビッグワ
ン賞や当日発表のラッキー魚賞などの入賞者を表彰しました。
　この日は子どもから大人まで、みなべの海でいろんな種類の魚を釣
り上げ、休日を楽しみました。

青年クラブみなべが応急手当員講習会

おいしいお米できたかな？

おじいちゃん・おばあちゃんと楽しいひととき！

ご長寿おめでとうございます  ～95歳以上の皆さんに長寿お祝い～
　9月29日（水）、町は95歳以上の高齢者の方46人のお宅などを訪問して、祝い
品を贈り長寿をお祝いしました。
　対象は、大正5年4月1日以前生まれの方で、全員で58人おられます。また、そ
のうち100歳以上の方は9人です。
　この日、108歳の川村寿美枝さん（北道）宅を訪れ、ご長寿をお祝いしました。
川村さんの楽しみは、歌を歌うことや、毎日新聞やテレビを見ることだそうです。ま
た、季節感を味わえる旬の食べものが好きだそうです。川村さんは、とてもにこや
かにお話しをしてくれました。
　皆さん、これからも、ますますお元気でお過ごしください。

感謝の言葉を述べる
久保絢生くん

　10月2日（土）、岩代小学校で新校舎の竣工式が行われ、学校関係者ら約
160人が出席して新校舎の完成を祝いました。
　竣工式の初めに、町長や関係者、岩代小の児童を代表して寺柿了輝くん（5
年）と丸山矩加さん（6年）が、新校舎の玄関前でテープカットを行いました。
　その後、同校体育館で、全児童も出席して式典が行われ、町長の式辞、事業
経過報告や来賓祝辞のあと、児童を代表して久保絢生くん（6年）が感謝の言
葉を述べました。
　式典後には、地元区などの主催で、お餅まきも行われ、多くの地域住民でにぎ
わいました。児童たちは、2学期から新校舎で学んでいます。

川村寿美枝さんと小谷町長

　第一部では、報道機関に向けて発表会があり、梅の効能・
機能性の研究成果などを報告、また、野菜ソムリエ・ＫＡＯＲＵ
（小林かおる）さんのお薦め梅料理の紹介などがありました。
　一般消費者を交えた第二部では、会場内に梅干しや梅酒
を展示し、お薦め料理とともに、試食会が行われました。特別
ゲストとしてタレントのみのもんたさんが、会場に駆けつけ、梅
干しや梅料理を試食しながら来場者に紹介して、フォーラムを
盛り上げました。フォーラムの模様は、みのもんたさんの番組
「朝ズバ」でも紹介されました。
　首都圏で、大勢の消費者に紀州梅の良さを直接ＰＲでき、
今後の梅の消費拡大につながることを期待しています。
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●業政駈ける（火坂雅志）
●もしもし下北沢（よしもとばな
な）●ふたつの戦争を生きて
（Ｎ・レヴェッリ）●生物多様性
と現代社会（小島望）●体が
硬い人のためのヨガ（水野健
二）●草木染め大全（箕輪直
子）●アスリートのための食トレ
（海老久美子）

　農業を仕事と選び活躍して
いる女性達を紹介。農家の家
族として、法人に就職して、新
規参入者としてなど、就農の
形は様々ですが、生き生きと語
る姿は、食べ物といのちに向き
合う農業の魅力やおもしろさを
伝えてくれます。

●トレッリおばあちゃんのスペ
シャルメニュー（クリーチ）●お
おきな木（シルヴァスタイン）
●成功と失敗（ラベ）●煮干し
の解剖教室（小林眞理子）
●14歳からの靖国問題（小菅
信子）●ひっつきむし観察便
利帳（岩槻秀明）●子ども兵
士（アムネスティ・インターナショ
ナル日本）●進め！　女優道
（長江優子）●60の用語でわ
かる福祉なるほど解説　上下
（高橋利一）

●山菜の絵本（ふじしまいさ
む）●ねずみさんのおかいもの
（多田ヒロシ）●おもしろい話
が読みたい　ラブリー編（あさ
のあつこほか）●ふしぎなヨット
のかいぞくやまねこ（斉藤洋）

　国がちがえば、くらしぶりもちがう。でも、うれしいこと、
かなしいことは、よく似ています。ちがったり、似ていたり
――ああ、みんな同じ、人間だな～って感じさせてくれ
る本がたくさん。友だちのさいしょの一歩は、知ること
から。もっともっと、知りあいましょう。

　工夫しながらオリジナルなものを作るのは楽しく、完
成した喜びもひとしおです。この秋、あなたも挑戦して
みませんか。いろいろな手作りを紹介します。

「手作りは楽しい！」

「世界のこどもたち」

11月10日（水）

74-3283
72-1410

きしわだ自然資料館（偕成社）

　チリメンジャコの中に入って
いる色んな魚やイカ、タコの赤
ちゃんを探すのが、ここ数年
ブームです。この本は「ウォー
リーをさがせ」のようなしかけ
で、遊びながら、海の豊かさ、
環境の大切さが分かるように
なっています。

チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー

　

を
さ
が
せ
！

ヒ
メ
、農
民
に
な
る

（
社
）農
山
漁
村
女
性・生
活
活
動
支
援
協
会 

編

　
　
　

 

（
農
山
漁
村
文
化
協
会
）

　動物は「鳴き声」を出せるけ
ど、「言葉」を話すことはできま
せん。頭がいいと言われるチン
パンジーでさえ、言葉を使う能
力がないのです。それなのに、
なぜ人間だけが言葉を話せる
のか・・・。

岡
ノ
谷
一
夫

　

（
文
芸
春
秋
）

午後３時から

●密偵（秋山香乃）●栄養素
の通になる（上西一弘）●産
後ママの体と心　トラブル解
決BOOK（対馬ルリ子）

言
葉
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か

ようこそ、落語ワールドへ！

　桂米朝師匠と枝雀師匠の落語を、ＤＶＤでお楽しみ
ください。大いに笑って、楽しいひとときを過ごしましょう。

　

素
敵
な
作
品
が
、
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
10
月
１
日
か
ら

10
日
ま
で
ゆ
め
よ
み
館
で
行

わ
れ
た
松
下
恭
子
さ
ん
の
イ

ラ
ス
ト
作
品
展
。

◆11月14日（日）午後２時から
◆ゆめよみ館2階会議室

カレンダー11

手作り絵本＆しおり展

11月３～４日、高城文化展（高城公民館）で展示します。

１日（月）休館

12月4日（土）わくわくタイム（10:30～）
おはなし会（14:00～）

30日（火）休館（月末整理日）
29日（月）休館

27日（土）ビデオ上映会（10:30～）
おはなし会（14:00～）

25日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）（10:30～）

23日（火）休館（勤労感謝の日）
22日（月）休館
20日（土）おはなし会（14:00～）
15日（月）休館

14日（日）ようこそ、落語ワールドへ！
（14：00～）

13日（土）おはなし会（14:00～）

11日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）（10:30～）

８日（月）休館

６日（土）わくわくタイム（10:30～）
おはなし会（14:00～）

３日（水）文化の日　特別開館
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象

で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

　

こ
の
た
め
、
平
成
22
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
本
年
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、

ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除

証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
控
除
証
明
書

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
成
23
年
３

月
15
日
ま
で
）
℡
０
５
７
０
─

０
７
０
─
１
１
７
（
Ｉ
Ｐ
電
話

等
の
方
は
℡
03
─
６
７
０
０
─

１
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て

い
ま
す
。（
障
害
年
金
・
遺

族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。）

　

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者

の
方
に
は
、
毎
年
11
月
上
旬

ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
12
月
３
日

の
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年

中
に
受
け
ら
れ
る
年
金
に
か

か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税

額
が
決
ま
り
ま
す
。

　

も
し
提
出
を
忘
れ
る
と
、

各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が

多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
　

 

控
除
証
明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
～

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

年
金
受
給
者
の
方
へ

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』は

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
！

・・・製造事業所の皆様へ・・・
　経済産業省では、工業統計調査を平成22年12月31日現在で実施します。
　本調査は、製造業を営む事業所を対象として、その活動実態を明らか
にすることを目的として調査します。
　本調査は、国の重要な統計調査であり、調査結果は、国や地方公共団
体の行政施策の重要な基礎資料として使われるほか、大学や民間の研究
機関、小・中・高等学校の教材など広く利用されています。
　皆様から提出していただく調査票については、統計法に基づき調査内
容の秘密は厳守されますので、正確なご記入をお願いします。

経済産業省 和歌山県 みなべ町
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税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
所

が
、
次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

11
月
14
日
（
日
）
午

前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

オ
ー
ク
ワ
ロ
マ
ン
シ

テ
ィ
１
階
（
御
坊
市
）

　
　

御
坊
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

11
月
11
日
～
17
日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」

税
理
士
に
よ
る

　

無
料
相
談
所
の
開
催

　

今
年
も
、
抽
選
で
賞
品
が
当

た
る
「
税
金
ク
イ
ズ
」
を
実
施

し
ま
す
。［（
社
）
御
坊
納
税
協

会
主
催
］

■
応
募
期
間　

11
月
１
日
（
月
）

～
17
日
（
水
）

■
応
募
対
象
者　

御
坊
市
内
ま

た
は
日
高
郡
内
に
在
住
・
在
学

の
方

■
応
募
方
法　

応
募
用
紙
と
応

募
箱
は
、
役
場
第
１
庁
舎
・
第

２
庁
舎
の
窓
口
、
高
城
公
民
館
、

清
川
公
民
館
、
図
書
館
（
ゆ
め

税
金
ク
イ
ズ
に

　

ご
応
募
く
だ
さ
い

よ
み
館
）
に
置
い
て
い
ま
す
。

用
紙
に
記
入
の
上
、
応
募
箱
に

投
函
す
る
か
、
御
坊
納
税
協
会

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

御
坊
税
務
署
は
、
事
業
所
な

ど
を
対
象
に
、
年
末
調
整
説
明

会
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
１
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

み
な
べ
い
な
み
農
協

本
所
会
議
室
（
気
佐
藤
）

年
末
調
整
説
明
会
の

　

開
催
に
つ
い
て

○
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続

①
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、

酒
税
及
び
印
紙
税
の
申
告

②
全
税
目
の
納
税
（
平
成
21
年

９
月
か
ら
「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
」

開
始
）

③
申
請
・
届
出
等
が
、
自
宅
や

事
務
所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
行
う
こ
と

『
ｅ
─
Ｔ
ａ
ｘ
を
始
め
よ
う
！
』

～
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ
─
Ｔ
ａ
ｘ
）
と
は
～

が
で
き
ま
す
。

○
特
に
、
源
泉
所
得
税
の
毎
月

納
付
や
消
費
税
の
中
間
申
告
・

納
付
な
ど
、
利
用
回
数
の
多
い

手
続
に
は
便
利
で
す
。

　

詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
ｅ

─
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.e-tax.nta.

go.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
ま
ず
、
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

　

税
務
署
に
か
け
て
い
た
だ
い

た
電
話
は
、
自
動
音
声
に
よ
り

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

税
金
に
関
す
る
一
般
的
な
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
音
声

案
内
に
従
い
「
１
」
番
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
税
局
の
「
電
話
相
談
セ
ン

タ―

」
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
２
」

番
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
税
務
署
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
御
坊
税
務
署

（
℡
０
７
３
８
─
22
─
０
６
９

５
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は

　

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金

と
し
て
受
給
す
る
生
命
保
険
金

の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税
対
象

と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な

い
と
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金

に
係
る
税
務
上
の
取
扱
い
を
改

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か

ら
平
成
21
年
分
ま
で
の
各
年
分

に
つ
い
て
、
所
得
税
が
納
め
す

相
続
ま
た
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
・
損
害
保
険
契
約
等
に

　

基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て

ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ

て
い
る
所
得
税
が
還
付
と
な
り

ま
す
。

　

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

必
要
な
手
続
き
（
更
正
の
請
求

ま
た
は
確
定
申
告
な
ど
）
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔w

w
w
.nta.

go.jp

〕
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　住宅、店舗、倉庫、工場、作業所などの家
屋に対する固定資産税は、毎年１月１日現在
に所有されている方に課税されます。
　そのため、家屋を取り壊しても、１月１日
までに役場税務課へ「届け出」を済ませてい
ないと、そのまま現存するとみなされ、課税
対象になってしまいます。
　「以前、家屋を壊したけれど、まだ届けを出
していない」という方がおられましたら、平
成 22 年 12 月 24 日（金）までに、税務課へ届
け出てください。

くわしくは、税務課へ。 

家屋を取り壊したら
  税務課へ「届け出」をお忘れなく

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL
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町
で
は
、
梅
の
消
費
拡
大
を

図
る
た
め
に
制
作
し
、
先
頃
テ
レ

ビ
和
歌
山
で
放
映
さ
れ
た
梅
の

効
能
を
紹
介
す
る
番
組
「
新
常

識　

ほ
ん
ま
も
ん
の
梅
パ
ワ
ー
」

の
映
像
を
、
こ
の
ほ
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
動
画
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　

番
組
の
動
画
は
、
町
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
映
像
資
料
）

に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
の
案

内
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
の
動
画
に
は
、
町
の
祭
り

や
自
然
を
紹
介
し
た
動
画
も
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

教
育
学
習
課（　
74
━
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

み
な
べ
町
は
、
11
月
の
１
箇

月
間
を
「
み
な
べ
学
び
月
間
」、

11
月
11
日
を
「
み
な
べ
学
び
の

日
」
と
し
て
制
定
し
て
い
ま
す
。

「
学
び
」
は
、「
学
習
」
よ
り
も
、

自
分
か
ら
主
体
的
に
か
つ
人
間

的
に
何
か
を
新
し
く
身
に
つ
け

よ
う
と
す
る
営
み
と
い
う
意
味

合
い
が
濃
い
そ
う
で
す
。

　

町
教
育
委
員
会
は
、
学
び
月

間
、
学
び
の
日
を
、
学
校
教
育

だ
け
に
限
ら
ず
、
地
域
や
家
庭

で
、「
学
ぶ
」
と
い
う
意
義
を
深

め
る
機
会
に
し
て
も
ら
い
た
い
、

う
め
課（　
74
━
３
２
７
６
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

『
新
常
識

  

ほ
ん
ま
も
ん
の
梅
パ
ワ
ー
』

11
月
は
み
な
べ
学
び
月
間
、

　
　

11
月
11
日
は
み
な
べ
学
び
の
日

そ
し
て
、「
親
の
背
を
見
て
子
は

育
つ
」、
ま
ず
大
人
が
学
ぶ
姿
勢

を
示
す
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

に
も
い
い
影
響
が
広
が
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

11
月
を
学
び
月
間
と
し
た
の

は
、
文
化
展
や
芸
能
ま
つ
り
、
町

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ま
た
学
校
開

放
な
ど
最
も
活
動
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
月
だ
か
ら
で
す
。

　

今
年
も
い
ろ
ん
な
行
事
が
行

わ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
誘
い

合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

11
月
中
に
開
催
さ
れ
る
町
教

委
協
賛
の
主
な
行
事
は
、
次
の

通
り
で
す
。

▼
高
城
文
化
展
・
菊
花
展　

11
月
３
日
（
水
）
～
４
日
（
木
）

高
城
公
民
館

▼
清
川
文
化
展　

11
月
３
日
（
水
）
～
４
日
（
木
）

清
川
公
民
館

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
に

学
校
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い

　

11
月
は
学
校
開
放
月
間
で
す
。

　

幼
稚
園
・
各
小
中
学
校
が
、

11
月
中
授
業
を
公
開
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
行
事
の
開
催

も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
近

く
の
学
校
へ
お
気
軽
に
、
自
分

の
お
子
さ
ん
や
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
様
子
を
ご
覧
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

（
各
校
の
行
事
は
「
く
ら
し
の
情

報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
お
確
か
め

く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
来
校
の
折
は
、
恐
れ

入
り
ま
す
が
、
ま
ず
職
員
室
へ

声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
め
で
と
う　

二
十
歳
！

 

平
成
23
年
成
人
式
は

　

来
年
１
月
４
日
開
催

　

今
年
度
20
歳
に
な
る
新
成
人

を
祝
福
す
る
平
成
23
年
成
人
式

を
、
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

平
成
23
年
１
月
４
日

（
火
）（
受
付
開
始
12
時
30
分
、

開
式
13
時
）

■
場
所　

紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
（
山
内
）

■
対
象　

平
成
２
年
４
月
２
日

～
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
。
ま
た
、
町
内
の
中
学
校

に
在
籍
後
、
町
外
へ
転
出
し
た

方
も
含
め
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
案
内
状
を

差
し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
出
席
し

て
、
同
級
生
の
交
流
を
よ
り
深

め
て
く
だ
さ
い
。

　

成
人
式
の
式
典
の
後
、
例
年

の
よ
う
に
新
成
人
自
身
の
企
画

運
営
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。

　

た
だ
今
、
新
成
人
の
実
行
委

員
を
募
集
中
で
す
。「
自
分
た
ち

の
手
で
、
一
生
に
一
度
の
成
人

式
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
い
！
」

と
い
う
皆
さ
ん
は
、ぜ
ひ
集
ま
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
実
行
委
員
会
へ
の
参
加
希
望

は
、
成
人
式
の
案
内
状
に
同
封

の
ハ
ガ
キ
で
ご
返
事
く
だ
さ
い
。

成
人
式
実
行
委
員
募
集
中
！

11月３日（水）

　お誘い合わせて、各自主学習グループ
の皆さんの熱演を応援にお越しください。

ふれ愛センターで
午後12時開場
午後１時開演

芸 能 ま つ り

11月　7日（日）
11月14日（日）
町内各会場

第５回
町民スポーツ大会
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平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
、

父
子
家
庭
の
父
に
も
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

支
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
平
成
22
年
11
月

30
日
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
又

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家

庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生
活

の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与

し
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。（
所
得
制

限
あ
り
）

■
父
子
家
庭
の
支
給
要
件
に
つ

い
て

　

次
の
１
か
ら
５
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、

父
が
そ
の
子
ど
も
を
監
護
し
、

か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
．
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

子
ど
も

児
童
扶
養
手
当（
父
子
家
庭
）の
申
請
は

　

11
月
30
日
ま
で
に

２
．
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

３
．
母
が
一
定
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
子
ど
も

４
．
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
子
ど
も

５
．
そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上

遺
棄
し
て
い
る
子
ど
も
、
母
が

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
子

ど
も
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
）

　

※
請
求
者
や
児
童
が
公
的
年

金
等
を
受
給
し
て
い
る
と
き
や
、

児
童
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有

し
な
い
と
き
、
児
童
福
祉
施
設
等

に
入
所
し
て
い
る
と
き
は
、
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
支
給
要
件
に
該
当
す
る

か
に
つ
い
て
は
ご
相
談
下
さ
い
。

■
父
子
家
庭
の
方
が
受
給
す
る

た
め
の
手
続
き
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
に

は
、
申
請
（
認
定
請
求
）
が
必

要
で
す
。

●
平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で
に

支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方

→
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す

れ
ば
、「
８
月
分
」
か
ら
支
給
さ

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

れ
ま
す
。

●
平
成
22
年
８
月
１
日
以
降
、

11
月
30
日
ま
で
に
支
給
要
件
に

該
当
し
た
方

→
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す

れ
ば
、「
要
件
に
該
当
し
た
日
の

翌
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
22
年
11
月
30
日
を
過
ぎ

る
と
、「
申
請
の
翌
月
分
」
か
ら

の
支
給
に
な
り
ま
す
。

　

火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
防
火
の
重
要

性
を
十
分
に
認
識
し
、
自
主
的

な
防
火
活
動
を
積
極
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
の
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
防
火
意
識
を
高
め
、
火

災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

11
月
９
日
～
15
日
は

秋
季
全
国

 

火
災
予
防
運
動
週
間

『「
消
し
た
か
な
」

あ
な
た
を
守
る
合
言
葉
』

  （
今
年
度
の

　
  

全
国
統
一
防
火
標
語
）

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

11
月
９
日
（
火
）
か
ら
15
日

（
月
）
の
秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
週
間
中
、
消
防
団
は
防
火
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
日

高
広
域
消
防
本
部
で
も
、
防
火

パ
ト
ロ
ー
ル
、
消
防
訓
練
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■期　　間　11月15日（月）から21日（日）まで
■時　　間　午前８時 30 分から午後７時まで
　　　　　　ただし、土・日曜日については、
　　　　　　午前 10 時から午後５時まで
■場　　所　和歌山地方法務局内人権相談室
■電話番号　０５７０－０７０－８１０
　　　　　　（全国共通ナビダイヤル）
■相談内容　夫やパートナーからの暴力、ストー
カーなどの女性をめぐる各種の人権相談。相談は
無料で、秘密は厳守されます。法務局職員または
人権擁護委員が相談に応じますので、お気軽にご
相談ください。
　くわしくは、和歌山地方法務局人権擁護課内和
歌山県人権擁護委員連合会
（℡ 073 － 422 － 5131）へお問い合わせください。

 全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間を実施します！

住宅火災を防ぎ、命を守る７つの
ポイント「３つの習慣・４つの対策」

を紹介します。

■３つの習慣
●寝たばこは、絶対やめる。●ストー
ブは、燃えやすいものから離れた位
置で使用する。●ガスこんろなどの
そばを離れるときは、必ず火を消す。

■４つの対策
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火
災警報器を設置する。●寝具、衣類
及びカーテンからの火災を防ぐため
に、防炎品を使用する。●火災を小
さいうちに消すために、住宅用消火
器等を設置する。●お年寄りや身体
の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。
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11
月
19
日
・
21
日
、家
庭
粗
大
ご
み
の

　

拠
点
回
収
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

家
庭
の
粗
大
ご
み
の
拠
点
回

収
を
、
上
表
の
と
お
り
町
内
各

地
で
行
い
ま
す
の
で
、
都
合
の

い
い
日
時
、
場
所
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン
の
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
対
象
製
品
も
引
き
取

り
ま
す
）

　

く
わ
し
く
は
、
こ
の
広
報
紙

と
一
緒
に
お
届
け
し
た
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

小
雨
決
行
で
す
が
、
大
雨
な

ど
荒
天
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

は
、
町
内
放
送
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

「
見
す
ご
す
な　

幼
い
子
ど
も
の

　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
」（
今
年
の
標
語
）

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
、

ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩

ん
だ
と
き
は
、
紀
南
児
童
相
談

所
（
℡
22
─
１
５
８
８
、
Ｆ
ａ

ｘ
22
─
１
９
１
７
）、
ま
た
は
ふ

れ
愛
セ
ン
タ
ー
（
℡
74
─
３
３

３
７
）
へ
迷
わ
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
虐
待
、
い
じ
め
、
不

登
校
な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題

に
つ
い
て
の
全
国
共
通
専
用
相

談
窓
口
「
子
ど
も
の
人
権
１
１

拠　点　回　収　日　時 拠 点 回 収 場 所

11月19日（金）

9：00 ～ 10：00 清川球場駐車場

11：00 ～ 12：00 高城公民館

14：00 ～ 15：00 共和球場駐車場

11月21日（日） 8：30 ～ 11：00 役場第１庁舎駐車場

11
月
19
日
～
22
日
、

町
内
各
地
で
廃
食
油
回
収

　

町
は
、
11
月
19
日
（
金
）
午

後
５
時
か
ら
22
日
（
月
）
午
前

９
時
ま
で
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
の

廃
食
油
回
収
を
町
内
各
地
で
行

い
ま
す
。

　

回
収
し
た
廃
食
油
は
、
環
境

に
や
さ
し
い
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　

今
回
も
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

回
収
場
所
な
ど
は
、
こ
の
広

報
紙
と
一
緒
に
お
届
け
し
た
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

　

推
進
月
間
で
す

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

（　

74
━
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

Ｄ
Ｖ
と
は
、犯
罪
を
も

　

含
む
人
権
侵
害
で
す

０
番
」（
℡
０
１
２
０
─
０
０
７

─
１
１
０
）
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
（
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
）
は
、
犯
罪
を
も
含
む

重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
身
体

的
な
暴
力
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神

的
、
経
済
的
、
性
的
な
、
あ
ら

ゆ
る
形
の
暴
力
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

も
し
、
Ｄ
Ｖ
で
困
っ
て
い
る

方
が
お
ら
れ
た
ら
、
一
人
で
悩

ま
な
い
で
、紀
南
Ｄ
Ｖ
セ
ン
タ
ー

（
℡
24
─
３
３
２
２
）
へ
ま
ず
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。
つ
な
が
り

に
く
い
と
き
は
、
県
女
性
相
談

セ
ン
タ
ー
（
℡
０
７
３
─
４
４

５
─
０
７
９
３
）
へ
。

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL
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自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳

未
満
で
日
本
国
籍
を
有
す
る
男

子●
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す

●
試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す

●
試
験
種
目　

筆
記
試
験
（
国

語
・
数
学
・
社
会
及
び
作
文
）、

口
述
試
験
、
適
性
検
査
及
び
身

体
検
査

　

願
書
請
求
、
そ
の
他
お
問
い

合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
御
坊
地
域

事
務
所
（
℡
０
７
３
８
─
23
─

０
０
２
０
）
ま
た
は
役
場
総
務

課
へ
。
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 

（http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/w

akayam
a/

）

　

田
辺
調
停
懇
話
会
で
は
、
次

の
と
お
り
調
停
委
員
に
よ
る
民

事
・
家
事
調
停
の
相
談
会
を
開

き
ま
す
。

　

金
銭
の
貸
し
借
り
、
土
地
建

物
の
利
用
関
係
、
交
通
事
故
の

損
害
賠
償
な
ど
に
関
す
る
民
事

関
係
の
紛
争
や
、
離
婚
、
遺
産

分
割
な
ど
に
関
す
る
家
事
関
係

の
紛
争
に
つ
い
て
、
調
停
制
度

の
利
用
に
関
す
る
相
談
を
受
け

た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

11
月
15
日
（
月
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所　
「
田
辺
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
」
２
階
（
田
辺
市
）

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、

個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社
等
の

自
衛
官
候
補
生
を

　

募
集
し
て
い
ま
す

民
事
及
び
家
事
調
停
の

　

相
談
会
を
開
催

小
規
模
企
業
共
済
制
度
と

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
の

お
知
ら
せ

役
員
の
方
が
、
事
業
を
や
め
た

り
退
職
し
た
場
合
に
、
生
活
の

安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
た

め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準
備

し
て
お
く
国
が
つ
く
っ
た
共
済

制
度
で
、「
小
規
模
企
業
の
経
営

者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」
と

い
え
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
金

は
全
額
所
得
控
除
。
受
け
取
る

共
済
金
も
、
退
職
所
得
扱
い
又

は
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い

と
な
り
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
制
度

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

（
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、

取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原

因
で
、
経
営
悪
化
の
危
機
に
直

面
し
た
と
き
に
資
金
を
借
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、
中

小
企
業
を
守
る
た
め
に
国
が
つ

く
っ
た
共
済
制
度
で
す
。
無
担

保
・
無
保
証
人
で
、
積
み
立
て

掛
金
の
10
倍
の
範
囲
内
（
最
高

３
２
０
０
万
円
）
で
被
害
額
相

当
の
共
済
金
が
借
入
れ
可
能
。

毎
月
の
掛
金
も
、
税
法
上
必
要

経
費
ま
た
は
損
金
に
算
入
で
き

ま
す
。

　

く
わ
し
い
内
容
の
お
問
い
合

わ
せ
と
加
入
申
込
み
は
、
商
工

会
や
金
融
機
関
な
ど
で
取
扱
い

し
て
い
ま
す
。
制
度
の
運
営
は
、

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
（
℡
０
５
０
─
５
５

４
１
─
７
１
７
１
）
が
行
っ
て

い
ま
す
。

平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら

労
働
基
準
監
督
署
内
の

課
名
を
変
更

　

厚
生
労
働
省
は
、
10
月
１
日

か
ら
労
働
基
準
監
督
署
内
の
課

名
を
、
業
務
内
容
に
沿
っ
た
名

称
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
か
ら
、
問
い
合
わ
せ
先
が
わ

か
り
に
く
い
と
い
っ
た
意
見
な

ど
が
あ
る
た
め
で
、
名
称
変
更

に
よ
り
国
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
「
第
１

課
」、「
第
２
課
」な
ど
の
課
名
は
、

変
更
後
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
今
回
の
変
更
は
名

称
の
み
で
、
担
当
業
務
、
受
付

窓
口
等
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
御
坊
労
働
基
準
監
督
署
・

　
　

田
辺
労
働
基
準
監
督
署

第
１
課 

→ 

監　

督　

課･･･

（
監
督
及
び
庶
務
業
務
担
当
）

第
２
課 

→ 

安
全
衛
生
課･･･

（
安
全
衛
生
業
務
担
当
）

第
３
課 

→ 

労　

災　

課･･･

（
労
災
業
務
担
当
）

（
現
行
）

（
変
更
後
）

※
和
歌
山
労
働
基
準
監
督
署
に

つ
い
て
は
、
課
名
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　シベリア戦後強制抑留者に対する特
別給付金の請求受付が、平成 22 年 10
月 25 日（月）から始まりました。
○対象者は、戦後強制抑留者で平成 22
年 6 月 16 日に日本国籍を有するご存命
の方です。
○請求受付期間は、平成 22 年 10 月 25
日～平成 24 年 3 月 31 日です。
○当基金から、請求書類をお送りしま
す。まだ、お手元に届いていない方は、
当基金にお電話ください。

【お問い合わせ先】
　独立行政法人　平和祈念事業特別基
金　事業部特別給付金担当
℡ 0570 － 059 － 204（IP 電話等からは
℡ 03 － 5860 － 2748）
受付時間　平日 9：00 ～ 18：00（土・
日曜、祝日はご利用できません）

戦後強制抑留者の皆様へ
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（平成21年12月・平成22年1月生まれ）
11月９日（火）

※11月9日は、南部中学生が思春期体験学習で健診のお
手伝いをします。

13：00～13：30１０ か 月 児 健 診

（平成20年4月・5月生まれ）11月10日（水） 13：00～13：30
２歳６か月児歯科健診

（平成19年４月・5月生まれ）11月17日（水）13：00～13：30
３歳６か月児健診

（平成22年7月生まれ） 11月30日（火） 13：00～13：30
４ か 月 児 健 診

※対象のお子さんには案内状（予診票同封）を送ります。
（７歳半までで未接種のお子さんも接種します。希望するお
子さんは接種してください）

11月16日（火）
平成22年4月・5月・6月生まれのお子さん、
平成21年11月に初回接種が完了したお子さん

13：00～13：20三種混合（Ⅰ期初回）

「マタニティー＆ベビーサロン」

日　時：11月18日（木）13：30～14：30
場　所：こひつじランド（埴田、愛之園保育園内）
対　象：妊婦または小さなお子さんの保護者
内　容：①出産に向けて助産師からのアドバイス
　　　　②離乳食について（アドバイス、試食等）

11月のおひさま広場（保育所開放）
（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

（℡ 72-4520）南部保育所 4日（木）・5日（金）10：00～11：00

４日（木）10：00～11：00（℡ 75-2044）高城保育所
４日（木）10：00～11：00（℡ 76-2251）清川保育所

4日（木）・18日（木）10：00～11：00（℡ 74-3022）上南部保育所

お外で自由あそび（愛之園保・清川保は雨天中止）

18日（木）10：00～11：00（℡ 72-2371）愛之園保育園 ※申込必要

18：00～21：0011月5日（金）・12日（金）・19日（金）・26日（金）
トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～

健康づくり  いきいき講座 （どなたでも参加できます）

日時：９月29日～12月８日（毎週水曜日）
　　　午後７時～９時
　　（11月は10日・17日・24日に開催します。）
場所：ふれ愛センター（東本庄）
講師：カダラ ナゼル セラピスト 岡崎仁美さん（田辺市）

「癒しのストレッチ教室」

11月13日（土）

時間は 9：00～12：00／13：00～15：00

南部高校文化祭へ行ったら

プレママ＆フレッシュママ交流事業
『ロールケーキ作り』

日　　時：11月25日（木）13：30～15：00
場　　所：ふれ愛センター
対　　象：妊婦または小さなお子さんの保護者
受付期間：11月8日～11月19日
　　　　※申し込みが必要です（先着20名程度）
申込先：こひつじランド（愛之園保育園内）（℡72－2371）

甘いケーキで、ほっと一息つきませんか

●ワクチン接種後、免疫がつくまで２週間程度かかり
ます。
●ワクチンの免疫は、約５か月といわれていますの
で、12月中旬までに接種を受けておくと効果的です。

新型インフルエンザ

接種時期は、平成22年10月1日から
　　　　　　平成23年3月31日です。

予防接種を実施しています！

　平成17年5月から接種を差し控えていた日本脳炎の
予防接種が、新しい日本脳炎ワクチンで、下記のとおり
接種が再開されました。
●第１期の不足分（1回～3回）を第1期の対象年齢（3
歳以上7歳半未満）及び、経過措置として第2期の対象
年齢（9歳以上13歳未満）で接種できます。
●第2期についても、新しい日本脳炎ワクチンで接種可
能です。

●第1期と第2期の間の年齢（7歳半以上9歳未満）は、
定期接種の対象外です。定期接種の対象年齢になって
から、接種してください。
●3歳児未満のお子さんには、第1期の標準的な接種期
間として、3歳児の時に個別にご案内します。（今年度
は、平成18年4月2日～平成19年4月1日生まれのお子さ
んに通知ずみです。）
●対象年齢外で接種される場合は、自費となります。
　接種を希望する場合は、11月末までにふれ愛センター
へご相談ください。

日本脳炎予防接種接種再開のお知らせ

接 種 回 数
第1期（3歳以上7歳半未満）
第2期（9歳以上13歳未満）

合計３回※
１回

対 象 年 齢

※接種間隔については、お問い合せ下さい。
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11月の消費生活相談会
12日（金）13：00～16：00
はあと館（片町）で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

11月の人権・行政相談
11日（木）13：30～15：30
ふれ愛センターで
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

11月の県による巡回職業相談
25日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、また
求 職 の 相 談 を 受 けます 。
　くわしくは、日高振興局産業
総務課（℡0738-24-2946）へ。

11月は

◆南部幼、園内絵画展（～30日）

◆清川中、3年生進路説明会

◆清川保、園外保育
◆民事・家事調停相談会
　（10：00～・田辺市民総合センター）

◆日高地方駅伝大会（日高川町）

◆上南部小、授業参観
◆高城小4・5・6年生、学習発表会
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～）

◆高城小、社会見学
◆上南部保、園外保育

◆上南部中、進路説明会
◆10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部中、高校説明会
◆南部幼年長・年中児、園外保育
◆三種混合（Ⅰ期初回）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆清川小、親子読み聞かせの会
◆癒しのストレッチ教室
　（19：00～・ふれ愛センター）

◆年末調整説明会
　（御坊税務署主催）（13：30～・
　ＪＡみなべいなみ本所）

◆芸能まつり
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆高城文化展・菊花展
　（～4日・高城公民館）
◆清川文化展
　（～4日・清川公民館）
◆清川区民運動会
◆ゆめよみ館、特別開館日

◆清川小、就学時健診
◆岩代小、授業参観・教育講演会
◆清川中、校内マラソン大会
◆南部保、クッキング
◆2歳6か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆癒しのストレッチ教室
　（19：00～・ふれ愛センター）
◆南部長寿大学
　（幸せ講座・南部公民館）

◆愛之園保、キノピー教室
◆高城保、キノピー教室
◆上南部小、観劇
◆3歳６か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆癒しのストレッチ教室
　（19：00～・ふれ愛センター）

◆清川小・清川中、小中ＰＴＡ
　合同研修会（19：00～・清川小）
◆南部保すみれ・あやめ組、
　園外保育
◆高城保、クッキング
◆南部保、おひさま広場（保育
　所開放）・お外で自由あそび

◆上南部小
　校内音楽会（4・５・6年生）
◆岩代小、ふれあい活動
◆南部幼年小児、園外保育
◆愛之園保、感謝祭の訪問
◆家庭粗大ごみ拠点回収
（9：00～10：00清川球場駐車場/
11：00～12：00高城公民館/
14：00～15：00共和球場駐車場）
◆廃食油回収（19日17：00～
　22日9：00、町内各地）

◆南部小、校内音楽会
◆高城小1・2・3年生、学習発表会

◆愛之園保すみれ組、
　ミニミニ旅行
◆南部幼、ピッコロ合唱団来園
◆白梅幼、園庭開放日

◆南部幼、園開放講座
◆岩代小、環境整備作業
　（ＰＴＡ古紙等回収ほか）
◆白梅幼、園庭開放日
◆こひつじランド第7回育児講座
　「心を育む絵本　わらべうた」
　（10：30～・愛之園保）

◆上南部保、生活発表会

◆第5回町民スポーツ大会
　（町内各会場）
◆ひかり保赤組、親子遠足
◆町連合保護者会「教育講演会」
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆プララ・秋のフリーマーケット
　（9：00～・うめ振興館駐車場）
◆県駅伝大会
◆家庭粗大ごみ拠点回収（8：30
　～11：00役場第1庁舎駐車場）

◆白梅幼
　「おゆうぎ会」（発表会）

◆南部幼、祖父母参観（腹話術）
◆南部保・上南部保・高城保・
　清川保、おひさま広場（保育
　所開放）お外で自由あそび

◆清川小6年生
　通学合宿（～13日）
◆高城中、進学説明会
◆高城保・清川保、交通安全教室
◆愛之園保、おじいちゃん・おば
　あちゃんとのお掃除大作戦
◆人権・行政相談
　（13：30～・ふれ愛センター）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～）

◆高城中、校内駅伝大会
◆南部中、進路説明会
◆高城保、園外保育
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・愛之園保）
◆上南部保・愛之園保
　おひさま広場（保育所開放）
　お外で自由あそび

◆南部中、校内マラソン大会
◆愛之園保、クッキング
◆南部幼、昼食会
◆プレママ・＆フレッシュママ
　交流事業「ロールケーキ作り」
　（13：30～・ふれ愛センター）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

第２土曜日 午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日 午前8：30～午後5：15

◆消費生活相談会
　（13：00～・はあと館）

◆南部高校文化祭
◆献血（9：00～12：00 /13：00～
　15：00南部高校）
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆第5回町民スポーツ大会
　（町内各会場）
◆ようこそ、落語ワールドへ！
　（14：00～・ゆめよみ館）
◆南部幼、廃品回収
　（8：30～10：00、JAみなべいなみ）

★堺・日吉神社秋祭り

各納期　町県民税（普通徴
収3期）/国民健康保険税（普
通徴収4期）/介護保険料（普
通徴収4期）/後期高齢者医療
保険料（普通徴収4期）

各納期　固定資産税（3期）/
国民健康保険税（普通徴収5
期）/介護保険料（普通徴収5
期）/後期高齢者医療保険料
（普通徴収5期）
公共下水道受益者負担金（3
期）/水道料金（9・10月分）・公
共下水道使用料（9・10月分）・
農業集落排水使用料（10・11
月分）の各窓口納付

各納期　水道料金（9・10月
分）/公共下水道使用料（9・10
月分）/農業集落排水使用料
（10・11月分）の各口座振替

◆みなべ学び月間
◆麻薬・覚せい剤乱用防止運動
◆共同募金運動（～12/31）
◆間伐推進強化月間
◆統計調査票提出促進月間

計量記念日　灯台記念日
自衛隊記念日

「119番」の日
製品安全点検日

技能の日
公共建築の日

みなべ学びの日
介護の日

国有財産の日

食育の日 家族の日

◆和歌山県知事選挙投票日
◆高城中、文化祭

税関記念日

文化の日

勤労感謝の日

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日 9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日 9：00～16：00
はあと館（片町）で

暮らしなんでも相談（町社協）

11月の田辺年金事務所年金相談
13日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

◆子ども・若者育成支援強調月間
◆下請取引適正化推進月間
◆乳幼児突然死症候群対策
　強化月間
◆職業能力開発促進月間
◆児童虐待防止推進月間

◆労働保険適用促進月間
◆建設雇用改善推進月間
◆子宮頸がん征圧月間
◆JAS普及推進月間
◆伝統的工芸品月間
◆エコドライブ推進月間

◆冬の省エネキャンペーン（～3/31）
◆公共建築月間
◆教育・文化週間（1日～7日）
◆文化財保護強調週間（1日～7日）
◆福祉人材確保重点実施期間
　（４日～17日）

◆家族の週間（14日～27日）
◆秋季全国火災予防運動（9日～15日）
◆全国糖尿病週間（8日～14日）
◆税を考える週間（11日～17日）
◆女性に対する暴力をなくす運動
　（12日～25日）

◆全国一斉「女性の人権ホットライン」
　強化週間（15日～21日）
◆製品安全総点検週間（16日～22日）
◆医療安全推進週間（21日～27日）
◆犯罪被害者週間（25日～12/1）
◆性の健康週間（25日～12/1）
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11月の消費生活相談会
12日（金）13：00～16：00
はあと館（片町）で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

11月の人権・行政相談
11日（木）13：30～15：30
ふれ愛センターで
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

11月の県による巡回職業相談
25日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、また
求 職 の 相 談 を 受 けます 。
　くわしくは、日高振興局産業
総務課（℡0738-24-2946）へ。

11月は

◆南部幼、園内絵画展（～30日）

◆清川中、3年生進路説明会

◆清川保、園外保育
◆民事・家事調停相談会
　（10：00～・田辺市民総合センター）

◆日高地方駅伝大会（日高川町）

◆上南部小、授業参観
◆高城小4・5・6年生、学習発表会
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～）

◆高城小、社会見学
◆上南部保、園外保育

◆上南部中、進路説明会
◆10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部中、高校説明会
◆南部幼年長・年中児、園外保育
◆三種混合（Ⅰ期初回）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆清川小、親子読み聞かせの会
◆癒しのストレッチ教室
　（19：00～・ふれ愛センター）

◆年末調整説明会
　（御坊税務署主催）（13：30～・
　ＪＡみなべいなみ本所）

◆芸能まつり
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆高城文化展・菊花展
　（～4日・高城公民館）
◆清川文化展
　（～4日・清川公民館）
◆清川区民運動会
◆ゆめよみ館、特別開館日

◆清川小、就学時健診
◆岩代小、授業参観・教育講演会
◆清川中、校内マラソン大会
◆南部保、クッキング
◆2歳6か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆癒しのストレッチ教室
　（19：00～・ふれ愛センター）
◆南部長寿大学
　（幸せ講座・南部公民館）

◆愛之園保、キノピー教室
◆高城保、キノピー教室
◆上南部小、観劇
◆3歳６か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆癒しのストレッチ教室
　（19：00～・ふれ愛センター）

◆清川小・清川中、小中ＰＴＡ
　合同研修会（19：00～・清川小）
◆南部保すみれ・あやめ組、
　園外保育
◆高城保、クッキング
◆南部保、おひさま広場（保育
　所開放）・お外で自由あそび

◆上南部小
　校内音楽会（4・５・6年生）
◆岩代小、ふれあい活動
◆南部幼年小児、園外保育
◆愛之園保、感謝祭の訪問
◆家庭粗大ごみ拠点回収
（9：00～10：00清川球場駐車場/
11：00～12：00高城公民館/
14：00～15：00共和球場駐車場）
◆廃食油回収（19日17：00～
　22日9：00、町内各地）

◆南部小、校内音楽会
◆高城小1・2・3年生、学習発表会

◆愛之園保すみれ組、
　ミニミニ旅行
◆南部幼、ピッコロ合唱団来園
◆白梅幼、園庭開放日

◆南部幼、園開放講座
◆岩代小、環境整備作業
　（ＰＴＡ古紙等回収ほか）
◆白梅幼、園庭開放日
◆こひつじランド第7回育児講座
　「心を育む絵本　わらべうた」
　（10：30～・愛之園保）

◆上南部保、生活発表会

◆第5回町民スポーツ大会
　（町内各会場）
◆ひかり保赤組、親子遠足
◆町連合保護者会「教育講演会」
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆プララ・秋のフリーマーケット
　（9：00～・うめ振興館駐車場）
◆県駅伝大会
◆家庭粗大ごみ拠点回収（8：30
　～11：00役場第1庁舎駐車場）

◆白梅幼
　「おゆうぎ会」（発表会）

◆南部幼、祖父母参観（腹話術）
◆南部保・上南部保・高城保・
　清川保、おひさま広場（保育
　所開放）お外で自由あそび

◆清川小6年生
　通学合宿（～13日）
◆高城中、進学説明会
◆高城保・清川保、交通安全教室
◆愛之園保、おじいちゃん・おば
　あちゃんとのお掃除大作戦
◆人権・行政相談
　（13：30～・ふれ愛センター）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～）

◆高城中、校内駅伝大会
◆南部中、進路説明会
◆高城保、園外保育
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・愛之園保）
◆上南部保・愛之園保
　おひさま広場（保育所開放）
　お外で自由あそび

◆南部中、校内マラソン大会
◆愛之園保、クッキング
◆南部幼、昼食会
◆プレママ・＆フレッシュママ
　交流事業「ロールケーキ作り」
　（13：30～・ふれ愛センター）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

第２土曜日 午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日 午前8：30～午後5：15

◆消費生活相談会
　（13：00～・はあと館）

◆南部高校文化祭
◆献血（9：00～12：00 /13：00～
　15：00南部高校）
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆第5回町民スポーツ大会
　（町内各会場）
◆ようこそ、落語ワールドへ！
　（14：00～・ゆめよみ館）
◆南部幼、廃品回収
　（8：30～10：00、JAみなべいなみ）

★堺・日吉神社秋祭り

各納期　町県民税（普通徴
収3期）/国民健康保険税（普
通徴収4期）/介護保険料（普
通徴収4期）/後期高齢者医療
保険料（普通徴収4期）

各納期　固定資産税（3期）/
国民健康保険税（普通徴収5
期）/介護保険料（普通徴収5
期）/後期高齢者医療保険料
（普通徴収5期）
公共下水道受益者負担金（3
期）/水道料金（9・10月分）・公
共下水道使用料（9・10月分）・
農業集落排水使用料（10・11
月分）の各窓口納付

各納期　水道料金（9・10月
分）/公共下水道使用料（9・10
月分）/農業集落排水使用料
（10・11月分）の各口座振替

◆みなべ学び月間
◆麻薬・覚せい剤乱用防止運動
◆共同募金運動（～12/31）
◆間伐推進強化月間
◆統計調査票提出促進月間

計量記念日　灯台記念日
自衛隊記念日

「119番」の日
製品安全点検日

技能の日
公共建築の日

みなべ学びの日
介護の日

国有財産の日

食育の日 家族の日

◆和歌山県知事選挙投票日
◆高城中、文化祭

税関記念日

文化の日

勤労感謝の日

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日 9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日 9：00～16：00
はあと館（片町）で

暮らしなんでも相談（町社協）

11月の田辺年金事務所年金相談
13日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

◆子ども・若者育成支援強調月間
◆下請取引適正化推進月間
◆乳幼児突然死症候群対策
　強化月間
◆職業能力開発促進月間
◆児童虐待防止推進月間

◆労働保険適用促進月間
◆建設雇用改善推進月間
◆子宮頸がん征圧月間
◆JAS普及推進月間
◆伝統的工芸品月間
◆エコドライブ推進月間

◆冬の省エネキャンペーン（～3/31）
◆公共建築月間
◆教育・文化週間（1日～7日）
◆文化財保護強調週間（1日～7日）
◆福祉人材確保重点実施期間
　（４日～17日）

◆家族の週間（14日～27日）
◆秋季全国火災予防運動（9日～15日）
◆全国糖尿病週間（8日～14日）
◆税を考える週間（11日～17日）
◆女性に対する暴力をなくす運動
　（12日～25日）

◆全国一斉「女性の人権ホットライン」
　強化週間（15日～21日）
◆製品安全総点検週間（16日～22日）
◆医療安全推進週間（21日～27日）
◆犯罪被害者週間（25日～12/1）
◆性の健康週間（25日～12/1）


